
第５学年 算数科学習指導案 

平成３０年６月２０日（水）５校時 

指導者  三浦  良久 

 場 所  ５年３組教室 

１ 単元名 小数のわり算を考えよう【東京書籍「小数のわり算」】 

２ 単元の目標 

・除数が小数の場合について，計算の意味を整数の場合を基により広く一般化して用いられるように
考えたり，計算の仕方を十進位取り記数法の仕組みを基に考えたりしようとする。 

                                   （関心・意欲・態度） 
・除数が小数である場合の除法の意味や計算の仕方について，数直線や除法の性質などを用いて考え，
説明しまとめることができる。                    （数学的な考え方） 
・除数が小数の場合の除法の計算をすることができる。               （技能） 
・除数が小数の場合の除法の計算の意味や計算の仕方について理解する。    （知識・理解） 

３ 単元設定について 

 本単元「小数のわり算を考えよう」は，学習指導要領には以下のように位置づけられてる。 

＜本単元の学習の関連と発展＞ 

第５学年 A 数と計算 
（３）小数の乗法及び除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう
指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
（ア） 乗数や除数が小数である場合の小数の乗法及び除法の意味について理解すること。 
（イ） 小数の乗法及び除法の計算ができること。また，余りの大きさについて理解すること。 
（ウ） 小数の乗法及び除法についても整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解する

こと。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
（ア）乗法及び除法の意味に着目し，乗数や除数が小数である場合まで数の範囲を広げて乗法及

び除法の意味を捉え直すとともに，それらの計算の仕方を考えたり，それらを日常生活に
生かしたりすること。 

５年 小数のわり算 
・除法の意味の拡張 
・小数でわる計算原理と筆算 
・除数による商と被除数の大小関係
・小数でわる除法のわり進み，あま
りの意味，商の処理 
・小数倍と乗法・除法の関係 

4 年 小数のかけ算とわり算

５年 整数と小数

５年 小数のかけ算

５年 割合

６年 分数のかけ算

６年 分数のわり算



本単元では，除数が小数の場合（÷小数）の意味を学習することで，除法の意味を拡張することをね
らいとしている。そして，その計算の仕方について理解し，それを用いる能力を高めることもねらって
いる。除法には，意味の上から等分除（１にあたる量を求める場合）と包含除（何倍かを求める場合）
がある。教科書では，初めに等分除を取り上げている。子どもたちは，４年生までの学習で等分除の意
味を「等分した結果を求める計算」として捉えてきているが，ここでは「１にあたる量を求める計算」
として捉え直すことになる。これが除法の意味を拡張することの１つである。さらに，除数が１より小
さい場合の計算に出合うことで，意味の拡張が図られるであろう。具体的には，「われば必ず小さくな
る」という除法に対するイメージを更新していく。 
 本学級の子どもたちは，算数の学習に対して真摯に向き合おうとする子が多い。これは，「新しいこと
を知りたい」「もっと賢くなりたい」と思っていることの表れであろう。しかし，全体的に学習に対して
受け身がちで，自ら進んで考えたり，自分の考えを伝えようとしたりする子どもは限られている。また，
計算の処理，知識の理解については個人差が大きく，個別にかかわったり声かけしたりする必要のある
子が数名いる。さらには，既習の内容を用いて問題場面を捉えようとすることや式や計算の意味を問う
ような思考を伴う活動を楽しめている子は少ない。このような子どもの実態から，導入を工夫すること，
個人思考を充実させること，全体思考を子どもの声でつなぐことを意識すれば，課題の解決に向けて主
体的に取り組めるようになり，対話の必然性が生まれてくると考えた。以下にその具体を述べる。 
 まず，導入の工夫については，各時間にふれていく学習内容を含んだ場面の提示をする。子どもたち
が日常生活とつなげたり，自分自身の経験と重ね合わせたりして問題場面を捉えられるようにすること
で，生活の中で何気なく使っている数学的な見方・考え方を引き出すようにする。また，条件不足を用
いて「例えば」や「もし〇〇だったら」と考えたくなる状況をつくることで，意欲を高め，学習の見通
しをもてるようにする。次に，個人思考を充実させるために，絵や言葉，テープ図や線分図などの思考
ツールを活用できるようにする。そのためには，前単元である「小数のかけ算を考えよう」とのつなが
りを意識するようにし，既習事項を用いて考えられるようにする。配慮の必要な子には，直接声かけを
行うことが必要であろう。そして，全体思考においては，子どもの声を教師自身がリボイシングしたり，
子どもがしたりすることで，互いの考えのよさや違いに気づけるようにし，対話を生むきっかけを豊か
にする。 
 単元の指導にあたっては，子どもたちが既習の「整数÷整数」，「小数÷整数」，「整数×小数」，「比例」
などの考え方を用いて考えられるよう，関連を図りながら学習を進めていくようにする。第一次におい
ては，小数でわることの意味を理解できるよう１あたりを求める学習をすすめていく。その中で，余り
の扱い方や筆算を用いての計算の仕方についてもふれていく。その際，小数点のうち方について比例の
考え方を用いて理解できるようにする。第二次においては，わる数とわられる数の関係を比較量と基準
量として捉え，「何倍か」を求められるようにする。ここでは，基準量を１として考えることを理解する
ようにし，何が基準量にあたるのかを問題場面から捉えられるようにする。第三次においては，それま
での学習で学んだことを用いて問題に取り組むようにする。その中で，十分に理解できていること，理
解が十分でないことを自覚し，基本的な学習内容の定着を促す。いずれの学習においても数の関係を視
覚的に捉えやすくするために，線分図等を用いて取り組んでいくことで理解が深まるようにする。 

 … ＜個人情報保護のため省略＞ … 



４ 単元指導計画（全１４時間 本時２/１４） 

次 目標 時 主な学習活動 関 考 技 知 評価規準（評価方法） 

第
一
次

・小数でわることの
意味を理解する。 

１ ・除数が小数の場合の問
題場面において，既習の
除数が整数の場合の考
え方を適用し，立式でき
ることを捉える。

○ 〇

 ・「÷小数」の問題場面を
捉え，既習の内容を用
いて考えようとしてい
る。  （観察・発言）

・整数÷小数の計算
の仕方を理解し，そ
の計算ができる。 

【本時】 

２ ・除数が小数の場合の計
算は,小数を整数化すれ
ば求められることを捉
える。 

〇

  ・「÷小数」の計算の仕方
を既習の計算や数直線
などを用いて考え，筋
道立てて説明してい
る。 （発表・ノート）

小数÷小数の計算の
仕方について理解す
る。 

３ 前時の学習を参考に，被
除数と除数を 10 倍する
と求められることを理解
する。 

〇

  ・小数÷小数の計算の仕
方を除法の性質を用い
て整数の計算に帰着し
て考え，説明している。

（発言・ノート）
小数÷小数の筆算の
仕方を理解し，その計
算ができる。 

４ 商が純小数の場合や被除
数に 0 を補う場合の計算
の違いに気づき，できる
ようになる。

〇

 ・小数÷小数の筆算（商が
純小数や被除数に０を
補う場合を含む）がで
きる。（観察・ノート）

純小数でわると，商は
被除数より大きくな
ることを理解する。 

５ 除数が純小数の場合，商
は被除数より大きくなる
ことを数直線を使い視覚
的に捉える。 〇 〇

 ・１を基準とした除数の
大小に着目して，被除
数と商との大小関係に
ついて，数直線を用い
て考え，説明している。

（発表・ノート）
・除数をみて，商と被除数
の大小関係を判断する
ことができる。 

（発言・ノート）
小数の除法での余り
の意味を理解し，余り
を求めることができ
る。 

６ 小数のわり算での余りの
大きさに着目し，正しい
余りの大きさについて説
明できる。 

〇 〇

・筆算による余りの小数
点の位置を理解してい
る。 （発言・ノート）
・余りを求める場合の小
数の除法の計算ができ
る。 （発言・ノート）

小数の除法で商を概
数で求めるときの処
理の仕方を理解する。

７ わり切れない状況におい
て，既習の概数の考え方
を用いればよいことを捉
える。

〇
 ・小数の除法の商を，必要

な桁数の概数で求める
ことができる。 

（発言・ノート）
数直線を用いた除法
の演算決定について
理解を深める。 

８ 問題場面に応じて，基に
する量が違えば式も異な
ることを数直線を用いて
説明できる。 

〇
  ・問題場面に合った除法

の立式の根拠につい
て，数直線を用いて考
え，説明している。 

（発表・ノート）
比較量，基準量が小数
の場合も，倍を求める
ときは除法を用いれ
ばよいことを理解す
る。

９ 道のりと倍の関係を既習
の乗法の式に表すこと
で，基になる数が小数で
も倍を求めるときには，
除法を用いればよいこと

〇

・比較量，基準量が小数の
場合でも，倍を求める
には除法を用いればよ
いことを理解してい
る。 （観察・ノート）



を捉える。

第
二
次

倍を表す数が小数の
場合も基準量を求め
るときは□を用いて
乗法の式に表し，除法
を用いて□を求めれ
ばよいことを理解す
る。

10 どの量を１とみるかを考
え，場面を数直線に表す
ことができる。また，□を
用いた乗法で立式してか
ら基準量を求めることが
できる。 

〇

 ・倍を表す数が小数の場
合も，未知数を□とし
て用いて数量の関係を
乗法の式に表し，基準
量を求めることができ
る。 （発言・ノート）

差による比較の他に，
倍を使っても比較で
きることを理解する。

11 差による比較の不都合を
捉え，他の比べ方を考え
ようとする。題意を捉え，
小数倍による比較が有効
であることを理解する。

〇

・目的に応じて倍を使っ
て比較する場合がある
ことを理解している。

（観察・発言）

学習内容を適用して
問題を解決する。 

12 「力をつける問題」に取
り組むことで，本単元で
の学びを確かめる。

〇
 ・学習内容を用いて，問題

を解決することができ
る。（発表・ノート）

第
三
次

学習内容の定着を確
認し，理解を確実にす
る。 

13 「しあげ」に取り組むこ
とで，本単元での学びの
定着を確かめ，理解を深
める。

〇
・基本的な学習内容を身
につけている。 

（ノート）

学習内容の定着を確
認し，理解を確実にす
る。 

14 「しあげ」に取り組むこ
とで，本単元での学びの
定着を確かめ，理解を深
める。

〇
・基本的な学習内容を身
につけている。 

（ノート）

５ 本時の学習 

（１） 目標 
・小数でわるわり算の計算の仕方を既習の整数でわるわり算と関連付け，数直線などを用いて考え，
説明することができる。 

（２）展開 
時間 学習活動と予想される子どもの反応 ・教師の支援 ★評価の視点 
0 

3 

０ ウォーミングアップに取り組む。 

１ 本時の問題場面と出合う。 

・２Lで 390 円のジュースの場合は・・・ 
    390 ÷ 2 
・1.6L で 320 円のジュースの場合は・・・ 
    320 ÷ 1.6 

・ウォーミングアップに取り組むことで，算数
の学習の雰囲気をつくるようにする。 
・値段は後から提示することで，子どもたちが
自分の生活経験をもとに問題と関わろうと
する姿を引き出すようにする。 
・値段を提示することで，どうすると確かめら
れるのかを考えられるようにする。 
・二つの値段を比較するためには，二つの量を
そろえて考えなければならないことに気づ
くようにする。その際，前時に学習した 1つ
分を求める立式が使えることを確認する。 
・２Lのジュースについて扱うことで，既習内
容の確認をする。 

２Lで390円のジュースと1.6Lで 320円の
ジュースでは，どちらを買うのが得といえ
るでしょうか。



10 

13 

20 

35 

38 

43 

２ 学習課題を確かめる。 

３ 個人思考をする。（個人→ペア・グループ） 
 ・数直線にすると・・・ 
 ・比例の考え方も使えるかな・・・ 

４ 全体で考えを交流する。 
 〇1.6L は，0.1L の 16 個分 

 〇1.6Lの 10倍のジュースを買うと値段も10倍

５ まとめをする。 

６ 適用問題に取り組む。 

７ 本時の学習をふり返る。 
・小数でもできたから，もっと使ってみたい。 
・整数に直せばいいと分かったから安心できた。

・言葉や図，表や数直線等を用いて自分なりの
考えをノートに書くようにする。 
・困っている子には，まず数直線を書いて分か
っていることを記入するように助言する。 
・自分の考えがまとまった子は，隣や班の中で
困っている友だちにアドバイスをするよう
に促す。 
・全体の場で考えを交流する際には，実物投影
機を用いることで，ノートを使って説明で
きるようにする。 
・説明した子の考えが理解できるよう，複数の
子に説明することを促す。 
・小数のかけ算で学習した内容から，0.1L 分
を求める場合と，16L 分の値段から求める場
合が想定される。それぞれの考え方が理解
できるよう，板書で整理する。 
・２つの考え方の共通点を捉えるようにする
ことで，まとめを自分なりの言葉で言える
ようにする。 

★小数でわるわり算の計算の仕方を数直線な
どを用いて考え，説明することができる。 

・適用題に取り組ませることで，数字が変わっ
ても使えることを確かめさせ，理解が深ま
るようにする。 
・算数日記を書くことで，本時の学びを自覚で
きるようにする。 

（３）本時の評価 
十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 努力を要する状況への手立て 

小数でわるわり算の計算の仕方
を既習のわり算と関連付け，数
直線などを用いて考え，わかり
やすく説明できる。 

小数でわるわり算の計算の仕方
を既習のわり算と関連付け，数
直線などを用いて考え，自分な
りに説明できる。 

・小数点を除いた整数の式で考
えることを促す。 
・数直線を提示し，かけ算や比例
の考え方を使うことを促す。

320÷1.6 の計算のしかたを考えよう 

小数でわる計算は，整数の計算でできる
ように考えれば，答えを求められる。 

1.5L で 240 円のジュースがあります。 
１Lのねだんは，何円になりますか。 




